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富竹の里が開所して３３年 

この歴史の中でかつてない大災害 

この６日間の記憶を辿る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国土地理院 撮影日 2019 年 10 月 13 日 11 時 12 分 59 秒  
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第１章 令和元年（2019 年）台風第 19 号を振り返る 

 

１ 台風の状況 

台風第 19 号は、発生後まもなく猛烈な勢力に発達し、その後北上してもそれほど勢力が弱まらず、

本州に接近するまで非常に強い勢力を保ちました。その要因は、発生後初期には海面水温 30℃以上（平

年比+1℃以上）の海域を進み、日本のすぐ南の海面水温も 27℃以上と平年より 1℃から 2℃高く、エネ

ルギー源となる水蒸気を多く取り込んだこと、また乾燥した空気などの台風の勢力を弱める要因も小さ

かったことが挙げられています。 

例年は10 月になると台風は偏西風の影響で、日本の南で東に進路を変え遠ざかる場合が多いですが、

台風 19 号が発生した時期には、平年より偏西風が北に偏り、太平洋高気圧も広く張り出していたため、

台風はゆっくりとその縁をまわるように北上し、東日本に上陸する経路となりました。 

【記録的大雨となった要因】 

1 台風が大型だったために、台風本体の雨雲がかかるより前から大量の水蒸気が流れ込み続け、地形の

効果により雨雲を発達させた。 

2 台風接近前に寒気が南下し、関東甲信から福島県付近に発生した局地的な前線が、台風による南から

の空気の流れにより強化され、平野部も含めて大雨となった。 

3 その後、台風本体の雨雲が加わった。 

 

①10/10 21：00 

 

②10/11 9：00 

  

③10/11 21：00 
 

④10/12 9：00 

 

⑤10/12 21：00 

 

⑥10/13 9：00 

 



2 

２ 気象台発表の気象情報 

日時 種類 

１０月１１日（金） ２０時０５分 強風注意報 

１０月１２日（土） 

０７時４０分 

洪水注意報 

大雨注意報 

暴風警報 

１０時５６分 大雨警報 

１５時３０分 大雨特別警報（長野県内初） 

 

３ 降水量 

千曲川は長野、山梨、埼玉の県境にある甲武信岳を源流として長野県の東信から北信を流れ、新潟県

に入り信濃川と呼び名を変えて日本海に注いでいます。 

 

 

千曲川の流域圏です。面積は栃木県とほぼ同じ大きさになります。

このエリアに降った雨は支流をたどり、千曲川へと流れ込みます。 

これまでに経験したことのない記録的な降水量を記録しました。 

 

 

 

主な観測所 河川名 
１０月１２日 

２４時間 １時間 

長野 千曲川 １３２．０mm １５．０ｍｍ 

上田 千曲川 １４３．０ｍｍ １５．５ｍｍ 

軽井沢 千曲川 ３１４．５ｍｍ ４１．５ｍｍ 

佐久 千曲川 ３０３．５ｍｍ ３５．０ｍｍ 

北相木 千曲川 ３９５．５ｍｍ ３７．５ｍｍ 

鹿教湯 千曲川 ３２０．０ｍｍ ３７．５ｍｍ 

立科 千曲川 ２６４．０ｍｍ ３４．５ｍｍ 

野辺山 千曲川 １７１．０ｍｍ １７．５ｍｍ 

信州新町 犀川 １６３．５ｍｍ ２１．０ｍｍ 

大町 高瀬川 ９３．５ｍｍ １１．０ｍｍ 

穂高 穂高川 ９５．０ｍｍ １３．０ｍｍ 

松本 梓川 １３４．０ｍｍ １６．０ｍｍ 
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第２章 被害を振り返る 

 

１ 被害の状況 

千曲川流域を中心とした河川の氾濫や土砂災害等により、死者、行方不明者、負傷者などの人的被害

に加え、広範囲にわたり、住宅、道路・橋梁等の施設などに甚大な被害が発生しました。 

また、各地での交通ネットワークの寸断により、通勤、通学のみならず、県外とのアクセスにも支障

が生じ、電気・ガス・上下水道などのライフラインも停止するなど、住民生活や経済活動が深刻な打撃

を受けました。 

 

２ 堤防決壊 

千曲川は長野市穂保の堤防が７０ｍ決壊しました。あふれ出た濁流が住宅や田畑に流れ込みました。 
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３ 平常時の状況と大雨洪水災害時の状況 

災害時 平常時 

 

 

 

10/12 21：00 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仮堤防の補強工事が完了 

 

決壊した場所に土を盛って元の高さまで仮設の堤防をつくりま

したが、今後、強度をあげた本格的な堤防をつくるため、川の中

に鉄の柵を設置する工事を行い、10 月 30 日の朝完成しました。 

鉄の柵は二重で、間には砂利が詰められていて、川底 11 メート

ルの深さまで鉄板を打ち込んで、川の強い流れにも耐えられる

ようになっています。 

 

 

 

10/13 00：00 

 

 

 

 

国土交通省北陸地方整備局によると、10 月 13 日午前２時ごろ、

長野市穂保地区の千曲川の水位が上がり、堤防が崩れ始めました。 

そして朝方にかけて、堤防が決壊しました。 

 

http://www.sabo-nagano.jp/dps/disp?disp=900500&page=9&cmid=C00023
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災害時 平常時 
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災害時 平常時 
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４ 浸水エリア 

長野市が作成した「洪水ハザードマップ」には、地図中の赤色丸印で示された部分が氾濫流による家

屋倒壊等が想定される場所、また浸水が想定される場所はグラデーションで示され、色が濃ければ濃い

ほど深くなり、最大で 10〜20ｍ未満とされていました。 

今回、千曲川が決壊して大規模な浸水被害が発生した長野市北部は、約 950 ヘクタール（東京ドーム

約 200 個分）が浸水しました。そこで、国土地理院が作成した実際の台風 19 号による浸水エリアを長

野市のハザードマップの上に重ねると、実際の浸水地域（水色のエリア）が、すっぽりとハザードマッ

プの浸水予想範囲に収まっており、かつ、ハザードマップより実際の被害の方が浸水は浅く、最大４ｍ

前後だったことがわかりました。 

※富竹の里と最短距離にある土手の直線距離は約 1.1 ㎞、決壊地点からは 2.3km 離れていました。 
 

５ 施設等の被害状況 

  降り続いた雨により、富竹の里入口の用水は 15 時頃より増水し、17 時頃氾濫、道路と用水の判別が

できなくなりました。その後も状況は悪化する一方で、避難開始 20 時頃には、市道 1 級柳原古里線ま

での道路は浸水深が約 20〜30ｃｍとなり、車の走行も非常に危険な状態となりました。 

駆けつけた職員からも、富竹の里入口バス停周辺から施設入口までの道路が浸水しているため、入る

道がわからないと入電があり、誘導を行いました。 

雨が小降りになり、10 月 13 日の午前３時頃には富竹の里入口付近の浸水もなくなりましたが、千曲

川が決壊した数時間後には、茶色の水に混じり大量の漂着物が押し寄せ、浸水深が 60〜70ｃｍとなり、

富竹の里施設全体は陸の孤島と化し、警察や水防団による規制もかかりまったく出入りのできない状況

となりました。 

富竹の里 

いつわ苑 

1.1㎞ 
決壊地点 

2.3㎞ 
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10/12 17：00 富竹の里入口用水氾濫 

 

 
10/13 01：00 富竹の里入口（浸水深約 20〜30cm） 

 
10/13 13：39 市道 1 級柳原古里線 

 

 
10/13 13：37 富竹の里和み東側農道 

 
10/13 13：59 デイサービス東側 

 

 
10/13 14：00 富竹の里入口（浸水深約 30〜70cm） 

 
10/13 14：02 富竹の里入口漂着物① 

 
10/14 06：14 富竹の里入口漂着物② 
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第３章 災害情報の把握を振り返る 

 

１ 長野市防災情報ポータル 

 

 

長野市災害情報ポータル お知らせ情報等抜粋 

10/12 17：25 大型で非常に強い台風第 19 号は、12 日夕方から 13 日夜遅くにかけて、長野県に接近す

る見込みです。 

長野市内でも、暴風と強い雨の恐れがあります。 

暴風による倒木や物の飛散に注意し、不要不急の外出や農作業など屋外の作業を控えてく

ださい。 

雨による川の増水や土砂災害に注意し、川やがけには近づかないでください。 

台風に備え、いざという時の避難などを事前に確認してください。 

長野市では、台風に対し警戒態勢をとっています。 

19：56 長野市内の一部地域に土砂災害、洪水に関する避難勧告を発令しています。 

土砂災害、河川氾濫（はんらん）の危険性が高まることが予想されます。速やかに避難を

開始してください。 

避難所などへの避難が危険な場合は、自宅の 2 階、急斜面、河川等から離れたなるべく安
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全な場所等へ避難してください。 

避難勧告 

千曲川沿川（篠ノ井、松代、若穂、更北、大豆島、柳原、朝陽、長沼、豊野） 

20：37 2019 年 10 月 12 日 20 時 35 分発表 鬼無里戸隠地域に土砂災害警戒情報が発表されま

した。 

2019 年 10 月 12 日 16 時 20 分発表 長野地域に土砂災害警戒情報が発表されました。 

22：08 要配慮者利用の施設長・管理者宛に施設避難勧告発令ＦＡＸ（別紙１） 

10/13 00：20 要配慮者利用の施設長・管理者宛に避難指示（緊急）発令ＦＡＸ（別紙２） 

00：45 避難指示（緊急） 

下駒沢、三才、篠ノ井横田、若穂川田、若穂保科、松代町小島田、松代町大室、松代町牧

島、松代町牧島（22 時 36 分発令の対象地区を除く）、赤沼、千曲川沿川の篠ノ井地区、

松代地区、若穂地区、更北地区、大豆島地区、柳原地区、朝陽地区、長沼地区、豊野地区、

豊野町浅野、豊野町豊野 

00：57 浅川の内水氾濫の危険性が高まったため、豊野町豊野、豊野町浅野、赤沼に避難指示（緊

急）を発令しました。 

千曲川沿川の篠ノ井、松代、若穂、更北、大豆島、柳原、朝陽、長沼、豊野地区、松代町

大室地区、松代町牧島地区、松代町小島田地区、篠ノ井横田地区に河川氾濫（はんらん）、

若穂川田地区、若穂保科地区、大岡地区全域に土砂災害に関する避難指示（緊急）を発令

しました。 

河川氾濫、土砂災害の危険性が高まっています。 

今すぐ避難を開始してください。 

避難所等への避難が危険な場合は、自宅の 2 階や、急斜面や河川等から離れたなるべく安

全な場所等へ避難してください。 

01：15 穂保（長沼地区）で午前 1 時 8 分ごろ越水が始まりました。 

松代町城東、松代町城北、松代町西寺尾、松代町東寺尾で越水しました。 

松代町柴で千曲川が越水しました。 

21 時 27 分ごろ、篠ノ井塩崎庄ノ宮で千曲川が越水しました。 

20 時 23 分ごろ、篠ノ井横田で千曲川が越水しました。 

ただちに命を守る行動をとってください。 

01：31 浅川排水機場付近で、1 時ごろから浅川の内水氾濫が始まりました。 

ただちに命を守る避難行動をとってください。 

02：40 長野市長 加藤久雄です。レベル 5、災害発生。命を守る最善の行動をとってください。

午前 1 時 8 分頃、長沼地区穂保で、千曲川の越水が始まり、堤防決壊の恐れがあるため、

直ちに逃げてください。 

長沼地区、豊野地区、朝陽地区、柳原地区の千曲川の近くにお住いの方は、直ちに逃げて

ください。 

04：50 穂保（長沼地区）で住宅の 2 階まで水が来たとの情報があり、千曲川堤防の決壊の恐れが

あります。 

今後、長沼地区を中心に浸水が広がり、また浸水が住宅の 2 階まで来る恐れがあります。 

周辺の方は、直ちに安全な場所に緊急避難するか、屋外への避難が危険な場合は屋内の安

全な場所に避難してください。 
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（別紙１） 
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（別紙１） 
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２ 千曲川河川事務所 千曲川・犀川ライブ映像 

 

 

３ 国土交通省 川の防災情報 
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千曲川へ流れる河川の水位を

一覧で見ることができます。 

 

10 分毎、1 時間毎の水位の変

化を確認することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 気象庁 防災情報 

 

 

 

 

雨雲の動きや今後の雨の情報

を 15 時間先まで見ることがで

きます。 
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第４章 避難を振り返る 

１ 災害等の状況とその対応 

 災害等の状況 災害対応 詳細 

10/10（木）  17 時 00 分 台風警戒会議実施 
P16 

10/11（金）  16 時 00 分 台風警戒会議実施 

10/12（土）  

15 時 30 分 大雨特別警報 

18 時 10 分 杭瀬下 Lv4 立ヶ花 Lv1 

18 時 40 分 杭瀬下氾濫危険情報発表 

20 時 00 分 立ヶ花 Lv1（4.69ｍ） 

20 時 20 分 立ヶ花 Lv2 

20 時 23 分 篠ノ井横田 越水 

21 時 27 分 篠ノ井塩崎 越水 

21 時 43 分 雨宮 越水 

22 時 15 分 篠ノ井小森 越水 

23 時 18 分 松代柴 越水 

23 時 20 分 立ヶ花 Lv3 

23 時 40 分 立ヶ花 Lv4氾 濫 警 戒 情 報 発 表 

23 時 50 分 立ヶ花氾濫危険情報発表 

11 時頃〜  避難準備実施 

 

 

 

20 時 00 分 避難決断・避難開始 

 

 

 

     

    ５時間 

 

 

 

 

P16 

 

 

 

P16 

〜 

 

 

 

 

 

 

 

 

10/13（日） 00 時 55 分 穂保 越水 

01 時 45 分 北相之島・飯田 越水 

02 時 58 分 山王島 越水 

03 時 25 分 立ヶ花・栗林 越水 

05 時 30 分 穂保 堤防決壊 

05 時 55 分 グリーンピア千曲浸水 

中部電力豊野変電所浸水 

06 時 45 分 自衛隊ヘリ救助開始 

07 時 10 分 穂保決壊堤防 補修開始 

08 時 45 分 県警ヘリ救助開始 

01 時 00 分 避難完了 

01 時頃   物資搬入開始 

03 時頃   物資搬入完了 

 

 

 

06 時 23 分 停電 

 

 

09 時 30 分 朝食（非常食提供） 

 

 

 

 

 

 

P20 

 

 

P19 

10/14（月）  避難生活 2 日目 

他事業所職員等応援(PT 運動実施) 
P19 

10/15（火） 中部電力豊野変電所移動式変電所仮復旧 避難生活 3 日目 

午前：医師診察、災害派遣ボラ(OT)応援 

12 時頃 高電圧事業所（特養）停電復旧 

P21 

P19 

P20 

10/16（水）  避難生活 4 日目 

09 時 00 分 帰宅開始 

12 時 00 分 帰宅完了（３時間） 

12 時頃 低電圧事業所停電復旧 

P21 

 

 

P20 
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２ 台風警戒・避難準備 

（１）台風警戒会議の実施 10 月 10 日（木）、10 月 11 日（金） 

  水害・停電等の対応について確認、社用車全台ガソリン満タン、防災グッズの補充 

（２）避難準備 10 月 12 日（土） 

○11 時頃 富竹の里入口の用水路増水時の対策のため、用水と道路のさかいにポールを 2 本設置 

  ○14 時頃 停電時対応物資等の調達 

  ○15 時頃 北部レクリエーションパークの現地確認 

  ○16 時頃 「災害時における避難場所提供等に関する災害協定書」を締結している「いつわ苑」に連絡 

（避難受入承諾、状況を見て避難開始する旨伝える） 

避難時の必要物資（オムツ、タオルなど）の用意、社用車全台敷地内に配備 

 

３ 避難の決断 

 

 

決壊地点から約６ｋｍ下流にある中野市立ケ花の時刻水位                単位：ｍ 

10/12 

1 時 2 時 3 時 4 時 5 時 6 時 7 時 8 時 9 時 10 時 11 時 12 時 

-0.36 -0.36 -0.36 -0.35 -0.35 -0.42 -0.15 0.08 0.19 0.25 0.32 0.40 

13 時 14 時 15 時 16 時 17 時 18 時 19 時 20 時 21 時 22 時 23 時 24 時 

0.53 0.85 1.32 1.80 2.37 3.05 3.82 4.69 5.70 6.71 8.45 10.14 

10/13 
1 時 2 時 3 時 4 時 5 時 6 時 7 時 8 時 9 時 10 時 11 時 12 時 

11.33 12.10 12.43 12.44 12.10 11.49 10.84 10.22 9.66 9.14 8.70 8.37 

氾濫危険水位 9.60ｍ 
レベル 4 

避難判断水位 9.10ｍ 
レベル 3 

氾濫注意水位 5.00ｍ 
レベル 2 

水防団待機水位 3.00ｍ 
レベル 1 

立ヶ花 
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中野市立ケ花の水位は、急激な上昇が確認されていました。20 時の時点で 4.69ｍ。 

今までの降水量や今後の降水量の情報などから、引き続きより急激な水位上昇が想定されました。 

富竹の里入口付近も浸水深が約 20ｃｍを超え、車での避難が困難となる可能性が非常に高まりましたでの、 

20 時避難を決断しました。 

体調が落ち着いており、避難先でのリスクが少ない方を優先的に避難を開始しました。 

 

４ 避難の状況 

○避難開始（10 月 12 日 20 時） 

・いつわ苑に避難開始連絡 

・各事業所の管理者等へ状況報告と応援要請 

・ご家族へ連絡 

・職員・避難者のグルーピング 

・富竹の里 45 名、富竹の里和み 19 名、富竹の里ショートステイホーム 10 名  合計 74 名 

・動員職員数 15 名〜20 名 

・キャラバン 1 台（最大車イス 4 人乗車）、軽リフト車（車イス 1 人乗車）2 台 合計 3 台使用 

・危険箇所を避けるため、市道 1 級柳原古里線使用 

・運転に慣れるまでは 3 台同時に運行 

・正面玄関からエレベータを使い 3 階へ誘導 

 ○避難完了（10 月 13 日 01 時） 

  ※ 避難に要した時間 5 時間 

 

 

 

 

 

 

 

インカム（トランシーバー）により、 

混乱しやすい場面でも避難指示、避難 

経路の確認、避難誘導の状況、いつわ 

苑待機スタッフなどとの情報共有など、 

安全に効率よく避難場所に誘導するこ 

とができました。 

 

 

 

 

富竹の里 ⇔ いつわ苑 

628ｍ 
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避難誘導訓練では、停電を想定し、スロープで 2 階へ、その後階段で 3 階へ行く方法で行ってきました。 

今回は停電発生前でしたので、スロープを使わずに直接 1 階からエレベータを利用することができました。 

 

５ 避難先での生活 

 

10/13 00：42 

避難後間もない様子。布団が足りず、車いすで過ごしていただき

ましたが、避難完了後は施設からマットレス等運び出し、リネン

業者から布団を借りるなど、安静にできる体制を整えました。 

 

10/13 02：46 

トイレは、卓球台やスクリーンで壁を作り、プライバシーに配慮

しました。 
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10/13 09：13 

1 日目の朝食は、非常食のおかゆで対応。停電でしたが、ガスが

使用でき、お湯（15 分）で作ることができました。水だと 70 分。

時間がかかりすぎます。水は 1 つで約 200ｍｌ使用しました。 

 

 

10/14 07：45 

1 日目の朝食以降は、給食委託業者から温かいおかゆやおかず、

みそ汁も用意され、安定した食事が提供されました。 

職員へもお弁当が届けられました。 

 

 

10/14 12：33 

他事業所職員の応援があり、PT によるリラックス&リフレッシュ

体操を行いました。また、多くのご家族が面会に来てくださり、

差し入れもあるなど、職員とご家族が一体となってご利用者を支

えることができました。 

 

 

10/14 19：46 

発電機から白熱灯をつなぎ、天井に向けフロア全体を明るくしま

した。発電機の音や明るさで、入眠できない方が多くいたため、

深夜は明かりを消し、懐中電灯の明るさのみで対応しました。 

 

 

10/15 10：33 

配置医師である富竹クリニック院長に往診をしていただき、薬の

処方や必要な医療処置を実施していただきました。また、災害派

遣ボランティアで作業療法士２名に来訪していただきました。 

 

10/15 14：26 

理事長ご夫婦によるフルートとピアノの癒しのアンサンブル。 
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６ 停電発生 

中部電力豊野変電所が水没し、10 月 13 日（日）午前 6 時 23 分に停電が発生。富竹の里や避難場所

である「いつわ苑」の電気設備機能はすべて停止しました。 

隣の長野市民病院やその他富竹エリアは、吉田変電所からの送電のため停電はありませんでした。 

   また、浅川排水機場などでは、浸水により排水ポンプが故障し、内水氾濫が起きる可能性が高まりま

した。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

最大 170cm の浸水被害を受けた。 

  中部電力豊野変電所（長野市豊野町浅野） 

        

   

  「いつわ苑」では、給水ポンプが動かなくなり断水。用意をしていた非常災害備蓄用の保存水が足りな

くなり、近隣のスーパーへ購入に向かいますが、今回の台風災害前に飲料水、保存食や乾電池などの台風

対策グッズを買い求める人が相次いだこともあいまって、品薄状態になっていました。長野市外での購入

も余儀なくされました。 

 

                               トイレについては、「いつわ苑」に備蓄 

                               してあった防災簡易トイレパックを提 

供していただき、何とか対応すること 

ができました。 

 

 

停電復旧 

  特別養護老人ホーム（高電圧）の停電が復旧したのは、避難 3 日目の 10 月 15 日の 12 時頃です。 

富竹の里デイサービスセンターなど（低電圧）は、その 1 日後の 10 月 16 日の 12 時頃でした。 

このタイムラグは、多くの一般家庭が浸水被害にあい、漏電などによる火災などの二次被害の危険性が

高いため、それらの確認調査作業に要する時間が高電圧建物より多くかかったことによるものです。 

 

 

浅川排水機場（小布施町吉島） 

浸水により第１・２ポンプが稼働不可となった。 
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７ 帰宅 

   10 月 15 日、避難生活 3 日目 

ご利用者や職員の疲労もピークに達し、1 日も早く施設に戻ることが重要でした。前日には富竹の

里周辺の水も引き、施設内に何時でも入れる状態となっていましたので、後は停電が復旧するのみ。 

停電が復旧したら、すぐ戻ろうとみなで決めていました。 

正午、停電が復旧。早速帰宅の準備に取りかかりました。 

 

10 月 16 日、避難生活 4 日目 

○帰宅開始（9 時） 

・富竹の里 44 名、富竹の里和み 16 名、富竹の里ショートステイホーム 5 名  合計 65 名 

・動員職員数 25 名〜30 名 

・キャラバン 1 台、軽リフト車 3 台の合計 4 台使用 

・荷物搬送も同時に実施 

   ○帰宅完了（12 時） 

    ※ 帰宅に要した時間 3 時間 
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第５章 各事業所の対応を振り返る 

 

１ 富竹の里デイサービスセンター 

 対応状況 

10/12（土） ご利用者 23 名。帰りの送りを 1 時間早める。 

10/13（日） 休業（敷地内浸水・停電・断水） 

10/14（月） 

 

休業（停電・断水） 

施設周囲の片付け、避難場所サポート 

10/15（火） 

 

 

営業（停電・断水）、ご利用者 21 名。 

入浴なし、昼食は給食委託業者により弁当提供（お粥・ペースト食の方は弁当持参） 

お茶ペットボトル、排泄はポータブルトイレ（3 台）使用、懐中電灯やランタン使用 

10/16（水） 営業（停電、断水）、昼頃停電復旧、ご利用者 16 名。 

10/17（木） 通常営業 

※基準緩和通所サービスは、10/15（火）〜10/18（金）休業としました。 

 

２ 富竹の里ホームヘルプセンター 

  対応状況 

〜10/12（土） 10 日頃より、テレビなどの情報を聞き不安になるご利用者からの問合せがあり。 

訪問時には少しでも不安を取り除けるよう助言実施                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                      

ご利用者全員のご家族、緊急連絡先の確認 

独居のご利用者には、一人でも対応できるように懐中電灯、飲食料等を訪問時に確認 

不足している物品はご本人と相談し購入 

災害により、訪問ができない場合の連絡方法確認 

今週の訪問予定のない方に対しては、管理者が訪問又は電話で対応確認 

10/13（日） 通常営業（敷地内浸水・停電） 

管理者からヘルパー全員に連絡し、安否確認 

安全確保を優先し、無理なサービスは行わないよう指示 

事業所浸水のため、直行直帰するよう指示 

サービス提供の状況は、各職員が電話で連絡を取りながら実施 

3 名のご利用者の安否確認がとれず、包括・居宅ケアマネに連絡 

（3 日後避難所にいることを確認） 

10/14（月）〜 通常営業（停電） 

10/15（火） 昼頃停電復旧 
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３ 光仁会富竹の里介護支援センター 

 対応状況 

10/13（日） 自宅待機（敷地内浸水・停電） 

被災されたご利用者及びサービス提供事業所より、サービス利用調整の希望があり、 

関係事業所と連携対応 

10/14（月） 施設周囲の片付け 

被災地区のご利用者や独居の方などへ、電話又は訪問（避難所含む）にて安否確認 

関係事業所等に状況確認と報告実施 

10/15（火） 通常営業（昼頃停電復旧） 

 

４ 長野市地域包括支援センター富竹の里 

 対応状況 

10/11（金） 独居の方に台風の用心やご家族の支援が得られるか等の確認 

食糧の備蓄や懐中電灯の防災グッズの確認 

10/12（土） 休業するデイサービスもあり、ご利用者に状況確認 

10/13（日） 自宅待機（敷地内浸水・停電） 

10/14（月） 施設周囲の片付け、避難場所サポート 

10/15（火） 通常営業（昼頃停電復旧） 

車で避難所等に安否確認 

（古里小学校、古里支所、昭和の森、東長野運動公園、北部レクリエーションパーク） 

避難所の高齢者の方へ、相談サポート体制について周知 

 

５ 上松ホーム 

10/12（土） 非常時用の飲料水や停電時対応物資の買出し 

10/13（日） 停電など被害なく、通常営業 

「富竹の里に電話がつながらない」とご家族、業者、警察より入電あり対応実施 

10/14（月） 通常営業 
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第６章 災害対応の検証・検討を振り返る 

 

１ 大雨洪水災害検証検討会議の開催 

各事業所の管理者や主任等を対象に、それぞれ携わった業務で感じたこと、今回の災害対応時の問題

点等について課題や改善の方向性について意見の交換を行いました。 

○ 開催日時 令和元年 10 月 30 日（水） 9 時から 10 時 

○ 開催場所 法人会議室 

 

２ 災害対応行動等における主要課題 

（１）災害対応本部等活動体制 

 ○ 動員職員の選定と出勤時の職員自身の安全確保策 

○ 長期化に対応した職員交代体制等の構築 

○ 被災職員の発生と多数の業務が同時発生する状況下における職員の配分や役割分担の構築 

 

（２）通信・情報連絡 

○ 職員の動員や安否状況の確認など、各事業所の連携にかかわる通信手段の確保 

○ ご家族への連絡システムの構築 

  ○ 停電による長期間の通信不通を想定した通信手段の確保 

  ○ 通信の途絶を前提とし、自立的に活動できる体制等の事前準備 

  ○ 長野市担当課及び近隣公共団体等への情報提供 

 

（３）通信以外の設備・資源 

  ○ 法人本部機能の再配置等の機能確保策 

  ○ 停電時の発電システムの検討 

○ 車両・非常用電源設備燃料の備蓄及び確保策 

 

（４）避難指示・誘導 

  ○ 早期の正確な情報入手やリアルタイムでの水位状況の把握 

  ○ 避難判断基準 

  ○ 避難先の選定 

○ 避難誘導における職員自身の安全確保 

○ 防災行政無線が確実明確に受信できる設備の確保 

○ 安全な避難地及び避難経路の検討 

 

（５）避難場所での運営 

○ 多数の職員を要することを鑑みた全事業所体制の整備 

○ 統一的な避難場所運営ルールの周知とマニュアル化 
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○ ご家族及び職員への迅速かつ的確な情報提供 

○ 多様なご利用者ニーズへの対応 

○ 床ずれ防止策の実施 

○ ご利用者の心のケア 

○ ご利用者のプライバシー確保 

○ 避難場所における備蓄の充実 

 

（６）物資の備蓄 

○ 食糧、介護用品、生活必需品の備蓄充実 

○ 物資集積場所の確保 

○ 物資の調達、受け入れ、集積、仕分け等の組織化 

○ ロジスティクスに長けた民間活力の早期活用体制の構築 

○ 利用者ニーズと支援物資のマッチング 

 

（７）医療・衛生活動 

  ○ 感染症防止のための適切な事前措置の実施 

○ 感染症発生時の隔離等、避難場所における健康・衛生管理体制の構築 

○ 救急搬送体制の構築 

○ 医療機関・医薬品会社等との連携 

 

（８）災害情報の集約及び記録 

○ 情報収集、伝達、集約、共有化、記録体制の構築 

○ 災害状況確認方法の構築 

○ ツイッターなど複数の通信手段や連絡手段の確保 

 

（９）受援・ボランティア活動 

  ○ ボランティア受入れ窓口の整備と効率的配置 

○ 周辺自治体からの職員応援の受け入れ体制 

 

（１０）その他 

  ○ 災害お見舞い金等の早期支給 

  ○ 特別休暇の早期付与 

○ 長期的な災害対応のための職員の心身健康管理 

○ 防災教育の強化、災害経験の継承等により、即座に避難する文化の育成 
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令和 2 年 1 月 12 日 信濃毎日新聞朝刊 
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